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い
ま
ど
き
の
大
学

「
大
学
自
治
」
３
題

―
京
大
、
立
命
館
、
追
手
門
学
院
―

山
本
正
志

「
大
学
の
自
治
」
が
風
雲
急
を
告
げ
て
い
る
。
１
９
３
３
年

の
京
大
事
件
（
滝
川
事
件
）
か
ら
80
年
余
り
、
河
上
肇
が
京
大

を
辞
し
た
の
は
そ
の
５
年
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
昨
年
の
国
会

で
学
校
教
育
法
・
国
立
大
学
法
人
法
の
改
悪
が
強
行
さ
れ
た
が
、

今
、
多
く
の
大
学
で
文
部
科
学
省
へ
の
進
捗
状
況
の
報
告
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
急
い
で
「
学
内
規
程
の
改
定
」
を
す
る
大
学
、

全
く
無
視
を
決
め
こ
む
大
学
、
従
来
の
方
式
（
教
授
会
自
治
の

堅
持
）
を
再
確
認
す
る
大
学
、
そ
の
他
の
事
例
が
報
告
さ
れ
て

い
る
。（
前
衛
４
月
号

川
村
肇
独
協
大
学
教
授
「
大
学
の
自
治

と
学
問
の
危
機
」）

私
は
京
都
・
滋
賀
を
エ
リ
ア
と
す
る
京
滋
私
大
教
連
に
所
属

す
る
大
学
教
職
員
を
中
心
に
組
織
さ
れ
て
い
る
「
高
等
教
育
研

究
会
」
事
務
局
長
の
任
に
あ
る
が
、
こ
の
２
、
３
年
は
ま
さ
に

「
風
雲
急
を
告
げ
る
」事
態
が
相
継
い
で
い
て
目
が
離
せ
な
い
。

こ
こ
で
は
最
近
の
事
例
と
し
て
、
３
つ
の
大
学
の
問
題
に
つ
い

て
報
告
し
た
い
。

(

１) 

京
大
総
長
選
挙
を
め
ぐ
っ
て

昨
年
４
月
20
日
、
京
大
で
、「
い
ま
、
大
学
の
自
治
を
問
う
」

―
京
大
で
の
総
長
選
挙
廃
止
の
動
き
と
大
学
「
改
革
」
―
と
い

う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。

高
山
佳
奈
子
京
大
職
組
副
委
員
長
と
西
牟
田
祐
二
委
員
長
の
報

告
を
聞
い
て
「
ま
さ
か
京
大
が
‥
」
と
正
直
驚
か
さ
れ
た
。
簡

単
に
経
過
を
た
ど
っ
て
い
く
と
、

京
大
職
組
は
２
０
１
３
年
11
月
こ
ろ
に
「
総
長
選
挙
廃
止
の

動
き
が
あ
る
」
と
い
う
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
、
情
報
に
よ
る
と
、

総
長
選
考
会
議
で
、
学
外
委
員
６
名
（
有
本
建
男
、
大
竹
伸
一
、

門
川
大
作
、
土
岐
憲
三
、
堀
場
雅
夫
の
各
氏
と
議
長
の
安
西
祐

一
郎
氏
＝
中
教
審
会
長
・
前
慶
応
義
塾
長
）
が
「
総
長
選
考
規

程
」
を
改
定
し
、
こ
れ
ま
で
の
「
学
内
意
向
投
票
」
を
廃
止
し

よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
学
内
委
員

６
人
（
研
究
科
長
）
は
危
機
感
を
持
ち
、
結
束
し
て
反
対
を
表

明
し
た
。

12
月
上
旬
、
松
本
紘
総
長
が
部
局
長
会
議
等
で
、
現
行
制
度

上
あ
り
え
な
い
再
選
へ
の
意
欲
を
示
し
た
こ
と
も
、
総
長
選
挙

廃
止
の
動
き
の
一
端
と
し
て
全
学
に
危
機
感
が
広
が
っ
た
。
京

大
職
組
は
急
遽
、
全
国
署
名
に
取
り
組
み
、
12
月
24
日
昼
、
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時
計
台
前
で
の
緊
急
集
会
を
開
催
、
全
学
に
訴
え
た
。

年
が
明
け
て
２
０
１
４
年
、
総
長
選
考
会
議
は
１
月
17
日
、

27
日
、
２
月
15
日
、
３
月
10
日
、
27
日
と
頻
繁
に
開
か
れ
て

い
る
。
４
月
16
日
の
総
長
選
考
会
議
で
は
、
学
内
委
員
全
員
の

連
名
で
、
議
長
の
安
西
祐
一
郎
氏
に
対
し
議
長
交
代
要
求
が
出

さ
れ
た
。
１
週
間
後
の
23
日
の
会
議
に
は
議
長
の
安
西
氏
は
欠

席
、
京
大
次
期
総
長
選
考
に
関

し
て
従
来
の
予
備
投
票
、
意
向

投
票
に
よ
る
学
内
総
長
選
挙
を

実
施
し
、
そ
れ
を
基
礎
に
総
長

選
考
会
議
が
最
終
的
な
決
定
を

行
う
こ
と
が
全
会
一
致
で
決
定

さ
れ
た
。

６
月
２
日

予
備
投
票
、
教
育

研
究
評
議
会
、
得
票
数
上
位
10

名
を
候
補
者
と
し
て
総
長
選
考

会
議
に
推
薦
す
る
こ
と
を
決
定
。

６
月
19
日

総
長
選
考
会
議
、

予
備
投
票
の
得
票
数
上
位
６

名
を
学
内
意
向
投
票
候
補
者

に
決
定
。

７
月
３
日

学
内
意
向
投
票
、
過
半
数
得
票
者
が
な
く
、
上
位

２
名
で
の
決
選
投
票
実
施
（
①
山
極
壽
一
氏
②
湊

長
博
氏
）
決

選
投
票
で
山
極
氏
が
過
半
数
票
を
獲
得
。

７
月
４
日

総
長
選
考
会
議
、
山
極
壽
一
氏
を
次
期
総
長
候
補

者
に
決
定
。

こ
の
間
の
総
長
選
考
会
議
の
内
容
は
、
後
日
、
簡
単
な
結
論

が
公
開
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
発
言
者
な
ど
の
公
表
も
議
論
の

や
り
取
り
も
不
明
で
あ
る
。な
か
に
は「
人
気
投
票
に
な
る
と
、

大
き
な
学
部
の
人
が
選
ば
れ
る
。
だ
か
ら
本
当
に
い
い
人
が
選

ば
れ
な
い
」
と
い
っ
た
発
言
も
あ
っ
た
と
か
。

今
回
の
総
長
選
挙
を
め
ぐ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
一
つ
。

「
山
極
教
授
に
投
票
し
な
い
で
」
と
い
っ
た
ビ
ラ
が
学
内
に
掲

示
板
に
張
り
出
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
が
「
あ
の
人
が
総
長
に
な

っ
て
し
ま
う
と
世
界
の
霊
長
類
学
の
発
展
に
と
っ
て
大
き
な
損

失
だ
」
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。
山
極
氏
も
当
選
後
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
「
ご
愁
傷
さ
ま
だ
ね
（
笑
）」
と
語
っ
て
い
る
。
京
大
ら

し
い
と
の
思
い
を
強
く
し
た
。（「
現
代
思
想
」2014/10

特

集
「
大
学
崩
壊
」
の
西
牟
田
論
文
に
詳
細
）

こ
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ
た
京
大
総
長
選
挙
で
あ
っ
た
が
、

「
世
の
中
一
般
」
で
は
、
あ
ち
こ
ち
で
以
前
か
ら
「
異
常
な
」

事
態
が
お
き
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
国
立
大
学
の
法
人
化
後
に
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は
、
学
外
者
が
加
わ
っ
た
学
長
選
考
会
議
に
よ
っ
て
、
学
内
者

に
よ
る
意
向
投
票
で
第
２

位
（
そ
れ
以
下
）
で
あ
っ
た
候
補
が

学
長
に
選
ば
れ
る
と
い
う
事
態
が
、
滋
賀
医
科
大
学
、
岡
山
大

学
、
新
潟
大
学
、
山
形
大
学
、
大
阪
教
育
大
学
、
高
知
大
学
、

九
州
大
学
で
起
こ
っ
て
い
る
。
２
０
０
５
年
１
月
の
東
北
大
学

総
長
選
考
会
議
で
は
、
学
内
構
成
員
の
選
挙
に
よ
る
総
長
の
選

出
方
式
を
廃
止
、
選
考
会
議
が
総
長
を
選
ぶ
方
式
を
制
定
し
て

い
る
。
２
０
０
８
年
12
月
の
富
山
大
学
の
学
長
選
考
に
お
い
て

は
、
20
．
５
％
し
か
獲
得
し
な
か
っ
た
学
長
を
選
考
会
議
が
再

任
し
て
い
る
。

京
大
総
長
選
挙
に
関
し
て
は
、
学
内
外
の
反
撃
で
一
応
危
機

を
乗
り
越
え
た
が
、
今
、
山
極
新
総
長
の
も
と
で
も
京
大
が
抱

え
て
い
る
課
題
は
大
き
く
、
全
国
の
国
立
大
学
が
困
難
を
伴
う

多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
。
関
係
者

の
努
力
を
見
守
り
た
い
。

(

２)

立
命
館
大
学
総
長
選
挙

２
０
１
４
年
11
月
９
日
の
総
長
選
挙
で
吉
田
美
喜
夫
氏
が

新
総
長
に
選
出
さ
れ
た
。
今
回
の
総
長
選
挙
に
あ
た
っ
て
は
、

「
吉
田
美
喜
夫
立
命
館
総
長
を
実
現
す
る
会
」が
結
成
さ
れ
て
、

理
事
長
派
と
前
哨
戦
も
展
開
さ
れ
、
激
し
い
対
決
選
挙
と
な
っ

た
。
投
票
結
果
は
、
第
１
次
投
票

吉
田
氏
１
９
３
票
、
渡
辺

氏
１
９
２
票
。
第
２
次
投
票

吉
田
氏
２
０
０
票
、
渡
辺
氏
１

９
３
票
。
こ
れ
ら
の
経
過
は
関
係
す
る
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
た
ど

る
こ
と
が
で
き
る（「
総
長
公
選
制
を
実
現
し
学
園
民
主
主
義
を

創
造
す
る
会
」
で
検
索
）。

吉
田
新
総
長
の
任
期
は
２
０
１
５
年
１
月
１
日
か
ら
で
あ
る

が
、
11
月
28
日
の
理
事
会
に
お
い
て
、
吉
田
氏
が
提
案
し
た

４
人
の
内
２
人
の
副
総
長
人
事
案
に
理
事
長
が
反
対
を
表
明
、

採
決
の
結
果
否
決
さ
れ
た
。
新
総
長
が
提
案
し
た
副
総
長
人
事

が
理
事
会
に
お
い
て
否
決
さ
れ
る
と
い
う
事
態
は
立
命
館
の
歴

史
の
中
で
初
め
て
の
こ
と
。
と
こ
ろ
が
年
が
明
け
て
１
月
23
日

の
理
事
会
に
お
い
て
吉
田
総
長
が
新
し
く
提
案
し
た
副
総
長
人

事
は
、
反
対
意
見
も
な
く
承
認
さ
れ
た
。

こ
こ
で
、
立
命
館
の
総
長
選
挙
規
程
に
つ
い
て
概
略
を
振
り

返
っ
て
み
る
と
、

１
９
４
５
年
敗
戦
と
と
も
に
立
命
館
学
園
は
、
そ
れ
ま
で
国
家

主
義
的
傾
向
の
強
か
っ
た
学
園
の
運
営
方
向
を
改
め
、
１
９
４

５
（
昭
和
20
）
年
11
月
、
末
川
博
氏
を
立
命
館
大
学
学
長
に

迎
え
て
再
出
発
し
た
。

１
９
４
９
年
３
月
、
学
園
初
の
「
総
長
公
選
制
度
」
が
始
ま
っ
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た
。
戦
後
の
初
代
総
長
と
し
て
末
川
博
氏
が
圧
倒
的
多
数
の
得

票
を
得
て
選
出
さ
れ
た
。

１
９
６
９
年
12
月
、
末
川
博
氏
退
任
に
と
も
な
っ
て
「
全
教
職

員
、
学
生
、
生
徒
を
含
む
公
選
制
」
の
新
た
な
総
長
選
挙
規
程

が
制
定
さ
れ
た
。

２
０
０
５
年
、「
総
長
選
任
規
程
」
が
改
訂
さ
れ
て
、
総
長
候
補

者
推
薦
委
員
会
の
構
成
が
変
更
さ
れ
た
。
教
職
員
・
学
生
の
委

員
が
ゼ
ロ
と
な
り
、理
事
長
と
理
事
長
が
推
薦
す
る
理
事
６

名

と
、
学
外
者
１
名
と
い
う
、
教
職
員
の
関
与
を
な
く
し
て
理
事

長
の
推
薦
に
集
約
さ
れ
る
規
程
に
さ
れ
た
。「
２
０
０
５
年
総
長

選
任
規
程
の
下
で
、
２
０
０
６
年
よ
り
総
長
は
実
質
的
に
民
主

的
手
続
き
に
基
づ
く
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
存
在
で
は
な
く

な
り
ま
し
た
」
（
ゆ
に
お
ん
＝
教
職
員
組
合
ニ
ュ
ー
ス

2014/6/6

）。

２
０
０
７
年
12
月
「
立
命
館
の
民
主
主
義
を
考
え
る
会(

元
教

職
員)

」
発
足
。

２
０
０
８
年
12
月
「
総
長
公
選
制
を
実
現
し
学
園
民
主
主
義
を

創
造
す
る
会
」
発
足
。

２
０
１
０
年
４
月
「
総
長
選
挙
規
程
」
が
改
定
さ
れ
、
い
く
つ

か
の
問
題
点
が
残
さ
れ
て
い
る
が
「
69
公
選
制
規
程
」
に
お
け

る
４
原
則
を
踏
ま
え
た
民
主
的
公
選
制
の
規
程
と
な
っ
た
。

２
０
１
０

年
10
月
の
総
長
選
挙
で
は
、
川
口
清
史
総
長
が
再

選
さ
れ
た
。（
川
口
清
史

１
９
８
票
、坂
根
政
男

１
５
４
票
）。

そ
し
て
今
回
（
２
０
１
４
年
11
月
９
日
）
の
選
挙
で
吉
田
新
総

長
実
現
と
な
っ
た
。

立
命
館
に
関
わ
る
組
合
、
そ
の
他
の
組
織
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
た
ど
っ
て
み
る
と
、総
長
選
挙
を
め
ぐ
る
対
立
の
背
景
に
は
、

様
々
な
問
題
が
あ
っ
た
（
現
在
進
行
中
の
問
題
も
）
こ
と
が
理

解
で
き
る
。
こ
こ
で
は
学
内
外
で
議
論
に
な
っ
て
い
る
２
点
だ

け
あ
げ
て
お
く
。

①
２
０
０
５
年
春
闘
に
お
け
る
一
時
金
１
ヵ
月
カ
ッ
ト
と
い
う

形
で
の
賃
下
げ
。
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２
０
０
７
年
11
月
に
百
数
十
名
の
原
告
が
提
訴
し
、
多
く
の
支

援
者
が
集
ま
っ
て
「
一
時
金
訴
訟
を
す
す
め
る
会
」
が
結
成
さ

れ
た
。
２
０
１
２
年
３
月
29
日
、
京
都
地
裁
で
は
勝
訴
判
決
と

な
っ
た
が
、
学
園
側
が
控
訴
、
２
０
１
３
年
５
月
31
日
、
大
阪

高
裁
で
和
解
が
成
立
し
た
。

②
２
０
０
７
年
３
月
23
日
の
理
事
会
に
お
い
て
、
理
事
長
・
総

長
の
退
任
慰
労
金
の
倍
増
が
提
案
さ
れ
可
決
さ
れ
た
。
前
理
事

長
（
現
相
談
役
）
に
１
億
２
千
万
円
、
前
総
長
（
現
理
事
長
）

に
４
千
万
円
が
支
払
わ
れ
た
。
教
職
員
に
は
財
政
難
を
理
由
に

一
時
金
１
ヵ
月
カ
ッ
ト
を
押
し
付
け
な
が
ら
、
こ
う
し
た
「
お

手
盛
り
」
方
式
の
や
り
方
に
学
内
外
か
ら
批
判
が
集
中
し
た
。

そ
の
後
、２
０
１
０
年
５
月
に
役
員
報
酬
制
度
改
革
が
な
さ
れ
、

規
程
が
改
正
さ
れ
た
。

（
３
）
追
手
門
学
院
「
落
合
」
訴
訟

大
阪
地
裁
へ
の
提
訴

２
０
１
３
年
３
月
29
日

追
手
門
学
院
大
学
の
前
学
長
で

あ
っ
た
落
合
正
行
教
授
が
、
同
氏
に
対
し
て
な
さ
れ
た
不
当
・

不
法
な
連
続
的
な
強
制
配
転
処
分
を
違
法
と
し
て
、
学
校
法

人
・
追
手
門
学
院
（
川
原
俊
明
理
事
長
）
を
相
手
取
っ
て
、
大

阪
地
方
裁
判
所
に
訴
え
た
。
落
合
教
授
は
、
追
手
門
学
院
大
学

心
理
学
部
教
授
と
し
て
の
地
位
確
認
も
求
め
て
い
る
。

原
告
：
追
手
門
学
院
大
学
前
学
長
・
心
理
学
部
教
授

落
合
正
行

被
告
：
学
校
法
人
追
手
門
学
院（
理
事
長

川
原
俊
明
＝
弁
護
士
）

昨
年
12
月
３
日
の
第
10
回
口
頭
弁
論
で
、
裁
判
長
が
被
告

（
追
手
門
学
院
）
側
に
対
し
て
「
学
長
を
辞
任
し
た
ら
教
授
で

な
く
な
る
と
い
う（
被
告
側
の
）論
理
に
は
無
理
が
あ
る
の
で
、

も
う
一
度
被
告
側
か
ら
根
拠
を
出
す
よ
う
に
」求
め
ま
し
た
が
、

被
告
側
は
何
ら
根
拠
を
示
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
年
３
月
９
日
の
公
判
に
お
い
て
、
被
告
側
が
提
出
し
た
準

備
書
面
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
言
い
分
は
、
「
原
告

が
学
長
就
任
期
間
中
に
教
授
の
地
位
に
な
か
っ
た
こ
と
は
、
明

ら
か
で
あ
る
。
（
会
社
な
ど
の
場
合
）
（
部
長
な
ど
の
）
昇
進

辞
令
が
発
令
さ
れ
た
場
合
（
あ
る
い
は
従
業
員
が
昇
進
を
承
諾

し
た
場
合
）
当
該
従
業
員
は
従
前
の
職
位
（
課
長
な
ど
の
地
位
）

を
喪
失
す
る
」
と
い
う
主
旨
で
す
が
、
①
学
長
就
任
と
と
も
に

教
授
と
し
て
の
地
位
を
失
う
→
②
学
長
辞
任
と
と
も
に
元
の
教

授
に
戻
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
→
③
従
っ
て
学
院
と
し
て
落
合

氏
を
教
授
と
し
て
の
処
遇
は
し
な
い
、
と
い
う
乱
暴
な
論
理
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で
す
。

私
は
昨
年
12
月
３
日
の
公
判
を
傍
聴
し
ま
し
た
が
、
公
判
終

了
後
に
、
落
合
先
生
、
弁
護
士
と
も
相
談
し
て
、
①
公
判
の
論

戦
（
被
告
・
学
院
側
の
道
理
の
な
い
点
を
追
求
）
を
広
く
知
ら

せ
る
こ
と
の
重
要
性
、
②
落
合
先
生
支
援
を
主
旨
と
し
た
「
落

合
正
行
先
生
の
裁
判
を
支
援
す
る
大
学
人
の
会
」
を
結
成
し
、

裁
判
長
に
対
す
る
「
要
請
署
名
」
を
呼
び
か
け
る
こ
と
を
提
案

し
ま
し
た
。
世
話
人
で
相
談
し
た
結
果
、
広
く
呼
び
か
け
を
開

始
し
ま
し
た
が
、
昨
年
末
ま
で
に
、
関
西
一
円
を
は
じ
め
全
国

か
ら
200
名
を
越
え
る
要
請
署
名
が
結
集
さ
れ
、
１
月
21
日
に

裁
判
所
に
提
出
し
ま
し
た
。
同
時
に
呼
び
か
け
た
支
援
カ
ン
パ

も
40
万
円
近
く
寄
せ
ら
れ
、
今
も
「
拡
散
」
し
続
け
て
い
ま
す
。

私
は
２
月
末
の
あ
る
学
会
の
場
で
以
下
の
報
告
と
訴
え
を
行

い
ま
し
た
。

①
学
内
外
で
の
き
び
し
い
監
視
・
規
制

川
原
俊
明
氏
が
追
手
門
学
院
の
理
事
長
に
就
任
す
る
と
、
学
長

に
選
出
さ
れ
た
落
合
先
生
に
対
す
る
執
拗
な
攻
撃
や
人
事
へ
の

一
方
的
指
揮
な
ど
と
と
も
に
、
学
内
外
で
の
教
職
員
の
自
主
的

活
動
に
対
し
て
監
視
・
規
制
が
厳
し
く
な
っ
て
、「
ワ
ン
マ
ン
大

学
」「
無
権
利
大
学
」
と
も
い
え
る
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
裁
判
の
進
行
状
況
な
ど
、
学
内
で
は
知
ら
さ
れ
て
い

な
い
、
知
ら
せ
る
こ
と
も
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。

②
公
判
で
の
被
告
（
大
学
側
）
の
論
理
破
綻

し
か
し
、
こ
こ
数
回
の
公
判
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
裁
判
長
か

ら
被
告
に
対
し
て「
落
合
氏
の
教
授
職
剥
奪
の
根
拠
は
何
か
？
」

と
の
繰
り
返
し
の
質
問
に
た
い
し
て
、
被
告
側
弁
護
士
は
ま
と

も
に
答
え
ら
れ
な
い
。
裁
判
の
局
面
で
は
原
告
の
主
張
が
圧
倒

し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
、川
原
氏
は
被
告
側
筆
頭
弁
護
人（
学

院
理
事
長
で
あ
り
な
が
ら
川
原
弁
護
士
が
弁
護
人
?
）
で
あ
る

が
出
廷
す
ら
し
て
い
な
い
。

③
「
勝
手
連
」
に
よ
る
情
報
「
拡
散
」
と
裁
判
所
へ
の
働
き
か
け

12
月
３
日
の
公
判
の
後
、「
落
合
先
生
の
裁
判
を
支
援
す
る
大

学
人
の
会
」
結
成
、「
裁
判
長
へ
の
要
請
署
名
」
の
取
り
組
み
、

「
支
援
す
る
会
ニ
ュ
ー
ス
」
も
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

④
支
援
の
輪
を
広
げ
て
勝
利
判
決
を

今
後
、
５
月
の
公
判
で
は
原
告
側
か
ら
の
「
反
論
」
が
提
出
さ

れ
、
そ
の
後
「
証
人
調
べ
」
を
経
て
、
結
審
へ
と
公
判
日
程
が

続
く
。
被
告
側
は
敗
訴
し
た
と
し
て
も
控
訴
な
ど
、
引
き
延
ば

し
と
反
撃
に
出
て
く
る
可
能
性
大
で
あ
り
、
支
援
の
輪
を
一
層

広
げ
て
最
終
勝
利
ま
で
取
り
組
み
を
つ
よ
め
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
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追
手
門
学
院
大
学
の
「
異
常
事
態
」

２
０
０
９
年
６
月
頃
か
ら
、
多
数
派
理
事
ら
に
よ
る
大
学
改
編

の
動
き
が
具
体
化
。
６
月
22
日
の
大
学
評
議
会
で
学
長
選
考
検

討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
落
合
副
学
長
（
当
時
）
が
責
任
者
に

選
出
さ
れ
る
が
、「
学
長
選
出
に
つ
い
て
は
教
職
員
の
意
見
を
十

分
に
聞
い
て
進
め
て
い
き
た
い
」
旨
の
発
言
を
し
た
と
こ
ろ
、

多
数
派
理
事
か
ら
攻
撃
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
６
月
29
日
に
副

学
長
を
辞
任
。

２
０
０
９
年
９
月
、次
期
学
長
選
挙
が
開
始
さ
れ
、一
次
投
票
、

二
次
投
票
を
経
て
、
落
合
教
授
が
次
期
学
長
候
補
に
選
出
さ
れ

た
。
２
０
１
０
年
４
月
１
日
、
落
合
学
長
就
任
。

８
月
、
２
０
０
７
年
６
月
に
発
生
し
た
学
生
の
自
死
事
件
が
新

聞
報
道
さ
れ
、
12
月
下
旬
、
理
事
長
が
落
合
学
長
に
対
し
、
記

者
会
見
の
場
で
謝
罪
し
、
学
長
の
辞
任
表
明
を
す
る
よ
う
迫
っ

た
。
落
合
学
長
は
辞
任
拒
否
。

２
０
１
１
年
９
月
の
理
事
会
ま
で
続
い
た
落
合
学
長
へ
の
辞
任

強
要
が
失
敗
と
み
る
や
、
多
数
派
理
事
ら
は
、
２
０
１
２
年
４

月
１
日
か
ら
改
定
寄
付
行
為
を
施
行
、「
こ
の
法
人
の
設
置
す
る

学
校
の
長
は
…
理
事
長
が
理
事
会
の
議
を
経
て
選
任
す
る
。
解

任
す
る
と
き
も
同
様
と
す
る
。」
と
い
う
規
定
を
追
加
し
、
学
長

を
理
事
会
の
決
議
で
解
任
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

２
０
１
２
年
４
月
２
日
、
理
事
会
が
、
学
部
長
・
副
学
長
、
そ

の
他
の
部
長
・
セ
ン
タ
ー
長
人
事
な
ど
を
否
認
、
辞
任
を
迫
ら

れ
て
い
た
落
合
学
長
は
、
学
長
職
の
遂
行
困
難
と
判
断
し
、
理

事
会
に
学
長
辞
任
届
を
提
出
し
た
。
同
年
５
月
26
日
、
理
事
会

は
こ
れ
を
承
認
し
た
。

２
０
１
２
年
７
月
20
日
、
落
合
学
長
の
辞
任
を
受
け
て
行
わ
れ

た
学
長
選
挙
で
は
、
当
時
副
学
長
の
職
に
あ
っ
た
教
授
が
大
差

で
当
選
し
た
が
、
理
事
会
は
新
規
定
に
よ
っ
て
、
上
記
の
当
選

者
を
排
除
し
、
落
選
し
た
対
立
候
補
を
学
長
に
任
命
し
た
。
理

事
会
は
２
０
１
３
年
４
月
よ
り
、
学
長
選
考
規
程
を
改
悪
し
、

教
職
員
に
よ
る
投
票
を
廃
止
し
、
理
事
長
が
推
薦
し
た
者
を
理

事
会
が
選
考
す
る
と
し
た
。

２
０
１
２
年
２
月
、選
挙
で
次
期
心
理
学
部
長
が
選
ば
れ
た
が
、

理
事
会
は
こ
れ
を
承
認
し
な
か
っ
た
。
現
在
５
学
部
中
３
学
部

で
、
教
授
会
で
の
投
票
で
信
任
さ
れ
て
な
い
人
物
が
学
部
長
に

任
命
さ
れ
て
い
る
。

川
原
理
事
長
は
、「
学
問
の
自
由
と
か
大
学
自
治
に
つ
い
て
は

私
立
大
学
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
大
学
の
中
で
理
事
会
や
執
行

部
に
対
し
て
自
由
を
主
張
す
る
こ
と
は
憲
法
の
保
障
す
る
と
こ

ろ
で
は
な
い
」
と
主
張
し
て
い
る
。


